






















民生委員・児童委員制度は，2017 年に制度創設から 100 年を迎える。この長い歴史を持つ
民生委員の社会的役割には，これまでにも見直しが求められ，現代の社会状況に即した役割が
期待されている。また，民生委員については，多くの人々が社会福祉，地域福祉における中心



































































































































































































相談・支援件数は約 647 万件（6,465,231 件），心身障害児者，ひとり暮らしや寝たきりの高齢
者，保護が必要とされる児童などに対し，見守りや声掛けなど実際に訪問や連絡を行った延件
数は約 3,860 万件（38,648,913 件）であった。民生委員の実数は，約 23 万 1 千人（231,339 人）
であり，各活動の対応件数を民生委員一人当たりの対応件数としてみれば，相談・支援件数は
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